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１．本物を大事にし本物を活かす文化首都創生プロジェクト

・圏域全体の合意形成と実行のため「関西ブランド憲章（仮称）」を策定

・規制緩和、助成等の支援策を行政の縦割りを超えて総動員

・本物を核にパッケージ化した地域づくり等をバックアップ

・国の文化拠点の設置等を通じ日本を代表する本物を関西から発信

【具体的な取組の代表例】

「関西ブランド憲章」に即した

地域発意の取組

複数の取組をパッケージ化した計画

 
の策定・実施

「関西ブランド憲章」を実践するための

実行計画の策定・実施・評価・見直し

地域の
提案

広
域
地
方
計
画
協
議
会
等
を

 

活
用
し
た
推
進
体
制
の
整
備

ものづくりまちづくり ひとづくり保全・継承

本物に関わる情報を圏域内外に発信

認定・
支援

・支援策の立案、調整、充実
・相談センターの設置
・本物情報データベースの整備

 

等

認定の
申請

高品質・高品位の本物が多い関西

本物の保全・継承

「関西ブランド憲章」の策定
－本物の意義、本物の保全・継承や本物を活かした地域づくりの方針

 

等－

関西の使命として
新たなまちづくり・ものづくり・ひとづくり

でも本物を目指す

○歴史・文化

 

○伝統技術
○景観・自然

 

○食

 

等
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本物の保全とまちづくりのパッケージ化

大極殿復原予想ＣＧ

飛

 
鳥

 
川

佐

 
保

 
川

都市公園の整備

アクセス道路

 

の整備

奈良公園の園路等の整備

 

ユビキタスプロジェクト社会実験

アクセス道路の整備

 

（電線共同溝、交差点改良等）

アクセス道路

 

の整備

Ｐ＆Ｒ駐車場

 

の整備

世界遺産

東大寺・興福寺等

世界遺産

薬師寺・唐招提寺

世界遺産

法隆寺

の整備

ＪＲ
奈良駅

飛
鳥
川

アクセス道路の整備

Ｐ＆Ｒ駐車場の

 

整備

沿道景観の整備

園路等の整備

ユビキタスプロジェクト

 

社会実験

都市公園の整備

飛鳥・藤原の宮都と

その関連資産群

（世界遺産暫定リスト候補）

1300年記念

 
事業の実施

圏
域
一
体
と
な
っ
た
支
援

規制緩和等による本物の保全

平城宮跡を核とした
国営公園の整備

・平城遷都1300年記念事業を契機として平城宮跡の復原

だけでなく周辺のまちづくりをパッケージで支援

・各地域においても同様のイベントを契機としたまちづくりを
展開

本物を核にパッケージ化した地域づくり

天然記念物
コウノトリ

無農薬農法等による
コウノトリの良質な餌の確保

無農薬農法の米や酒

 

をブランド化して販売

「環境と経済が共鳴するまち」の
イメージを活かしブランド化

→

 

特産品の鞄を世界的にＰＲ

・防火対策の強化により建築基準法等の規制を緩和

【具体的な取組の代表例】

http://item.rakuten.co.jp/fukukichi/c/0000000130/
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２．関西広域・国際観光圏形成プロジェクト

・単体の観光資源だけでない「まちごと観光資源」の創出

 

・関西の伝統技術等を実体験する「体験型観光」の創出

・広域観光ルートの開発

 

・案内表示の多言語化等旅行者の受入環境づくり

・関西観光プロモーションの共同実施

【具体的な取組の代表例】

「まちごと観光資源」の創出

紀州備長炭の作業体験

「広域ツーリズム」の展開

沿道の修景

ユビキタス環境の整備

 

による観光まち案内

キャッスルロード

鮒ずし等地域の食

 

文化の伝承・発信

彦根城

・観光地ごとのＰＲ・旅行商品化ではなく
他の観光地もあわせたＰＲ・旅行商品化

・観光地間の交通アクセスの向上

堺・刃物づくり体験

スミス公会堂

街なみと調和した

 

アーケードの整備

熊野の食体験

特産品の
販売、休憩所

高野山

本宮

那智勝浦

八軒家浜

富田林寺内町

湯浅

串本

白浜

伊勢へ

熊野古道の例

伝統技術等を実体験する「体験型観光」の創出
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３．次世代産業を創造する「人財立圏」実現プロジェクト

・才能ある人材が集まる「知の拠点」の形成

 

・世界最先端の研究機能の活用により次世代産業を育成

【具体的な取組の代表例】

産学官の連携を活かした
「食の大学院」の設立

ｉＰＳ細胞などの新たな研究開発の
産業展開

 

（取組例）

食の大学院における人材育成（取組ｲﾒｰｼﾞ）

世界で活躍

 

（＝日本の食文化の発信）

大阪府立大学大阪府立大学

大阪市立大学大阪市立大学 同志社大学同志社大学

辻調理師
専門学校

辻調理師
専門学校

産業界

ＰＲ、大学派遣、
就職支援、
共同研究、

寄付講座など

産業界

ＰＲ、大学派遣、
就職支援、
共同研究、

寄付講座など

文部科学省

戦略的大学連
携支援事業

文部科学省

戦略的大学連
携支援事業

設置支援

関西大学関西大学

継続的な支援
食の共同大学院

の設置

新たな研究開発の取り組み
（ｉＰＳ細胞研究など）

食の人材育成

研究施設を中心としたエリアを
研究開発特区として指定

研究開発促進

産業への応用

・産学共同利用施設の整備・

・外国人留学生の受け入れ

 

（アジア人財資金構想の活用）等
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４．大阪湾ベイエリアの再生プロジェクト

【具体的な取組の代表例】

夢洲に世界最大級のロジスティクスセンターを整備

・

 

夢洲に流通・加工などまで一貫して行う機能を持つ世界最大級の物流拠点を整備

・

 

広域的な機能別のゾーニングにより先端産業の集積・高度化

・

 

人と自然がふれあうウォーターフロントの形成

広域的なゾーニングの設定

・先端産業、研究機関の集積
・住工混在の解消

コンテナターミナルと流通・加工機能が一体となった

 
物流施設を整備

広域ゾーニングの例

中間輸送の省略による効率化

臨海部物流拠点

物流機能と流通・加工機能が分離 物流機能と流通・加工機能が隣接

内陸の物流拠点を経由した輸送 中間輸送を省略した効率的な輸送

ｾﾝﾀｰ
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５．陸・海・空の広域ネットワーク形成プロジェクト

【具体的な取組の代表例】

多様な集積をつなぐことによる関西の総合力向上

神戸空港

神戸市

滋賀

京都府

兵庫県

大阪府

京都市

中国自動車道

車道 山陽自動車道

大阪湾岸道路

名
神
高
速
道
路

舞
鶴
若
狭
自
動
車
道

京奈和自動車道

阪
和
自
動
車
道

京滋バイパス

第
二
京
阪
道
路

南阪奈道路

第二阪奈道路

京都縦貫自動車道

京
都
第
二

外
環
状
道
路

堺泉北
  道路

新
神
戸

ト
ン
ネ
ル

六
甲
北
有
料
道
路

第二神明道路

西名阪自動車道

神戸港

堺泉北港

関西国際空港

大阪国際空港

関西大環状道路

中国自動車道

近
畿
自
動
車
道

大阪港

和歌山県

奈良県

大阪市

関西文化
学術研究都市

奈良市

和歌山市

橿原市

洲本市

大阪都市再生

淀
川
左
岸
線

環状道路

関
西
国
際
空
港
線

大阪湾岸道路(西伸部)

当面着工
しない区間

307

422

25

24

1

370

165165

166

369

369

169

308

170

170

481

310

309

309

479

371

371

371

168

169

370

370

480

309

163

163

168

171

176

173

477

423

175

372

428

175

176

26

24
8

2250

43

2

26

凡　　例

供用中 事業中   調査中

橋本市

大和川線

大阪湾環状道路

関西中央環状道路

・散在する多様な集積の人と物、情報をスムーズにつなぐ

 

→

 

首都圏に匹敵する一大産業ゾーンを形成

関西の特徴

・ものづくり基盤・技術

・先端産業

・産学、研究施設

・歴史、文化、伝統

 

など

それらを鉄道、高速道路等広域ネットワークで

つなぐ

関西の総合力を飛躍的に高め、

首都圏に匹敵する一大産業ゾーンを形成

多様なオンリーワン

 

の価値を活かしき

 

れていない

※中部圏や中国・四国圏等隣接する圏域とのネットワークも強化し、広域産業エリアを形成

環状道路のミッシングリンクを解消し

 
効率的な移動を実現
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北東アジア・ロシアの玄関口として京都舞鶴港・敦賀

 
港等を活用

・大規模物流に対応した港湾整備
・京阪神地域と日本海側を結ぶネットワークを整備

◇大阪湾ポートオーソリティの設立

・大阪湾諸港の一体的な整備・管理・運営

◇大阪湾諸港の一開港化の推進

※連携施策による船舶コストの低減例(二港寄りの場合）

0

20

40

60

80

100

現状 将来（施策後）

とん税

 

特別とん税

入港料

水先料

 

引（曳）船料

 

綱取放料

約15％低減

○一開港化によるとん税・特別とん税の低減

○各港連携による入港料の低減

平均総額約34万円 平均総額約29万円

（7000総トンクラス、年間入港回数10回の外航コンテナ船の場合）

H19.12以降

・出入国手続きの円滑化
・ビジネス拠点へのアクセス向上

 
のための新駅の設置や直通便

 
の運行

・高速道路等の料金の弾力化

関空を窓口としたアジア等からの日帰りビジネス圏

 
の拡大

国際物流戦略の展開

・深夜貨物便を活用したトータルタイムの短縮

◇関空の２４時間化による航空物流の効率化

１時間圏

現在の関空からの１時間圏
(市区町村単位）

・入港コストの低減、手続きの簡素化

出典：平成15年度全国輸出入コンテナ貨物流動調査（国土交通省）

日本海側港湾からの距離にかかわらず、輸出において神戸港への依存度が高い。

80%以上
60%以上
40%以上
20%以上
20%未満
取扱なし

輸出における
神戸港利用率

京都舞鶴港
敦賀港

・ハード・ソフト施策が一体となったトータルコスト・トータルタイムの縮減

【具体的な取組の代表例】
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６．圏域一体となったＣＯ２排出削減と資源循環推進プロジェクト

・ＣＯ２排出削減目標の共有と広域的な削減方策の実施

 

・まち全体での太陽光発電の導入等による排出削減の推進

・広域連携による廃棄物の適正処理の推進等

【具体的な取組の代表例】

排出削減目標の共有と広域的な削減方策の実施

・排出削減目標を共有し、部門別の排出削減状況を
モニタリング・評価

・広域的に取り組むことで排出削減効果が期待される

 
分野を特定

・特定された分野において、総合的交通政策、広域的

 
な森林の整備等を実施

大阪湾フェニックス計画のあり方の検討

廃棄物埋立護岸の建設費用の広域での負担方法

 
等について検討

広域連携により支えられた持続可能な事業の推進

近畿圏のＣＯ２部門別排出量の

２００２年度における対１９９０年度比の削減率

-25.0%

-20.0%

-15.0%

-10.0%

-5.0%

0.0%

5.0%

10.0%

産業部門

運輸部門 民生部門

※各府県ＨＰ実績値より計算

大阪湾フェニックス計画

まち全体での排出削減の推進

・「家庭」「企業」単体

からまち全体での

排出削減へ

・関西の環境技術を

活用

・計画から実証まで

をトータルに支援

関西に集積

 

する新エネ等

 

の環境技術

関西の
先導的・

モデル的都市

新エネルギー等の普及拡大
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７．広域的な水と緑のネットワークづくりプロジェクト

・大阪湾・琵琶湖等の水環境の再生のため全体の目標設定と役割分担の明確化・実施

・生物の移動経路の連続性等が確保された水と緑のネットワークづくり

【具体的な取組の代表例】

生物の移動経路の連続性等が確保された
水と緑のネットワークづくり

企業による森づくり

中環の森

大阪湾・琵琶湖等の水環境の再生

・全体の目標設定と役割分担の明確化・実施
（「大阪湾再生推進会議」等を活用）

・水環境の改善を継続してモニタリング

・生物の移動経路の連続性やまとまりのある緑地の
確保の観点から水と緑のネットワークを総点検

・企業、市民等と行政の協働による森づくり

尼崎21世紀の森

（参考）近畿圏の都市環境インフラの将来像図

下水道の合流改善
市民参加

 

のゴミ回収
ワンドの整備

干潟の整備

生態系に配慮した

 

水位変動の改善

漁民の森づくり
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８．大都市連携による中枢機能確保と快適都市実現プロジェクト

・関西の成長を牽引する中枢都市機能を確保

・都心居住・賑わい機能が確保された快適都市の実現

【具体的な取組の代表例】

国際ビジネス拠点の形成

大阪水都再生

・大阪駅北地区において最先端の人・情
報・技術・知識が集い、交流し、新たな
価値を創造する拠点を形成

都心居住の推進 賑わい空間の創出

・水辺、運河等の都市資産を活か
したまちづくり

・LRTや鉄道整備による新たな人

の流れの創出

中之島・阪大病院跡地

 

（ほたるまち）

業務・商業機能や舟運と

 

一体となった住宅供給

京町家の保全と物件紹介

・業務・商業機能や福祉施設等と
一体となった良質な住宅供給

・都心の空き家となっている町家
の保全と紹介

・若年世帯への家賃助成

八軒家浜

堺・ＬＲＴの整備構想
（大阪駅北地区の高いポテンシャル）
・国内外からアクセスしやすい立地
・巨大マーケットの存在
・関西の主要ビジネス拠点や研究施設等への近接性

 

等

イメージパース
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市町村

９．広域生活圏形成による都市機能向上プロジェクト

・広域的な市町村連携による都市的サービスの確保

・地方の中心市等におけるコンパクトシティ化

【具体的な取組の代表例】

地方においてどこでも都市的サービスが受けられる広域生活圏の形成

人口５万人
以上を目安とした

地方中心市

広域生活圏のイメージ

救急・高度医療、高

 

等教育、基幹産業、

 

大規模商業・娯楽等

 

都市機能の集約化

・周辺市町村が都市的サービスを利用できるよう
ネットワークを強化

・協定等により集約化・機能分担とネットワークの
強化を実現

市町村

市町村

市町村

市町村

交通・情報通信基盤の整備等

 

ネットワークの強化

都市機能の分担公共交通網の確保 遠隔医療

ネットワーク強化の例

各市町村が必要な都市機能をフルセットでもたず、
地方中心市へ集約化又は都市機能を分担
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１０．大都市との近接性も活かした農山漁村活性化プロジェクト

・大都市住民の農山漁村滞在や農林漁業体験機会の拡大

・「農商工連携」による特産品の高付加価値化、販路拡大等による農林漁業の振興

【具体的な取組の代表例】

大都市と農山漁村の近接

注：●は人口30万人以上の市を示す

 

（平成17年国勢調査）

滞在型市民農園

 

（兵庫県篠山市）

棚田オーナーによる稲刈り

 

（奈良県明日香村）

（兵庫県ＨＰ）

（あすか夢耕社ＨＰ）

大都市住民の農村滞在・農業体験機会の拡大

・先行取組地域のノウハウの共有化

・交流サイトの構築等による情報発信

・交通ネットワークの整備による大都市
からの２時間圏域の拡大

農山漁村の活性化
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１１．広域医療体制構築プロジェクト

【具体的な取組の代表例】

出典：NITASより作成
[現況] 2004年3月末道路ネット、H12国勢調査を基にしたメッシュ人口
[将来] グランドビジョンに示される将来道路を含むネット、人口はH12

第三次救急医療機関からの時間圏域
＜現況道路ネット＞

第三次救急医療機関

第三次救急医療機関から３０分圏域
第三次救急医療機関から６０分圏域

三次救急医療の１時間
カバー率（面積ベース）

５９％（現在）

広域搬送調整拠点病院を各府県に設置

各府県内で患者の受

 

け入れ先が見つから

 

ない救急車

受け入れ先の

 

紹介を要請 広域搬送調整
拠点病院

搬送先の指示

※周産期医療における例
要請、指示は各拠点病院間を通じて行われる

第三次救急医療機関までの搬送時間を短縮

・高規格幹線道路等の整備
・

 

ドクターヘリの充実

紀北地域
現況(H10)
将来
第三次救急医療機関
京奈和自動車道

※京奈和自動車道の整備により
３０分圏域が拡大

紀北地域の全体人口約６８万人

・関西全域で第三次救急医療機関まで３０分以内で搬送できる体制の構築

・広域的な搬送調整や遠隔医療システムの基盤となる情報ネットワーク整備

(参考）

第三次救急医療機関から３０分圏域
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１２．東南海・南海地震等に備えた広域防災・危機管理体制構築プロジェクト

・府県境を越えた基幹的広域防災拠点の整備

・広域的な緊急輸送路における耐震化や電線類の地中化を優先的に推進

・防災情報の共有化による広域防災・危機管理体制の確立

 

・地域防災力の向上

【具体的な取組の代表例】

基幹的広域防災拠点の整備 広域防災情報の共有・発信

・防災体制の要となる基幹的広域防災拠点の整備 ・防災情報共有プラットフォームを活用した行政間の情報共有

東南海・南海地震への対応

（減災目標）今後１０年間で死者数、経済被害額を半減

死者数 約９，１００人（約８，７００人減少）約１７，８００人

経済被害額 約３１兆円 （約２７兆円減少）約５７兆円

(参考）

・関係自治体からの情報共有の一元化
・受入先への救援物資の効率的な配給

・的確かつ迅速な意思決定
・復旧時における関係機関の協力体制の確立

梅田北ヤード

堺2区

三木総合防災公園

大手前合同
庁舎付近

山城総合運動公園

神戸東部臨海部地区

高次支援機能

司令塔機能

出典：中央防災会議


